
鍛冶弐ウォーカブルプロジェクトは、鍛冶町二丁目まち
づくりを考える会にて検討した「鍛冶町二丁目まちづく
りガイドライン」でも取り上げられている「ウォーカブ
ルなまちづくり」を推進するため、2022 年からスター
トしました。2025 年度は鍛冶弐ウォーカブルプロジェ
クトシリーズのプロジェクト２•３（PJ２•３）として、
路上パーキングと民地駐車場を活用した２つの企画を実
施しました。

鍛冶弍の朝ごはん
　味噌汁を配り、朝のほっとひと息つく場を提供。

サクッとランチスペース
周辺の飲食店から
テイクアウトした

ランチを食べられる
スペースを提供。

寄り道くつろぎスペース
　　六角形ファニチャーを
　　　置き仕事帰りの時間
　　を自由に過ごせるスペ
　　ースを提供。

在勤者の多いこの地域において、朝・昼・
夕では過ごし方のニーズが異なるので
はないかと考え、時間ごとに異なるプ
ログラムを提供しました。
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神田らしい
賑わいの創出

1

オフィスワーカー
に向けた滞留空間
の創出

2

ストリートファニ
チャー設置による心
地よい滞留空間の
検証

3

沿道施設等との
連携によるウォー
カブルまちづくり
の推進

5

学生と連携によ
るウォーカブルま
ちづくりの検討

6

朝昼夕の過ごし
方の検証
（夜のまち以外の滞在
目的を検証）

4

活動を通したコ
ミュニティの拡大

7

空間づくりにおけるアイテムとして、六角形をモチーフ
に六角形のファニチャーを開発。車止めのためのドラム
クッションカバーや椅子は、プログラムに合わせて可変
できるよう工夫しました。

空間を彩る緑は、神田を中心に藍を育てるコミュニティ
を運営している「神田藍の会」に協力を仰ぎ、近隣に本
店を構える興産信用金庫で育てている藍をレンタルする
などの連携も生まれました。
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プロジェクトのねらいまちづくり実証実験
鍛冶弍ウォーカブルプロジェクト
ってなに？

過ごし方 アイテム

1. ストリートファニチャー

2. 植栽

プログラム

サクっと過ごせる場所、ゆったり過ごせる場所、ど
ちらが地域から求められているのかを探るため、学
生を中心に開発したストリートファニチャーとその
配置、そしてそこで行われるプログラムの工夫によ
り様々な過ごし方ができる場を提供し検証を行いま
した。
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プロジェクト2
神田駅東口大通り
の路上パーキング
を活用し、日常の
ちょっとした時
間、仕事の合間の
時間に拠り所とな
る仕掛けを検証し
ました。

※PJ２は、千代田区の「ウォーカブルなまちづく
り活動」に採択され、後援を受けて実施しました。

プロジェクト3
鍛冶町二丁目内の
民地駐車場を活用
し、ゆったりお昼
を食べたり本を読
んだりと、くつろ
げるポケットパー
ク的空間の仕掛け
を検証しました。



▼プロジェクト２ プラン図

▼プロジェクト３ プラン図

Before Before
閑散とした道路が・・・ ひっそりと佇む駐車場が・・・ストリートファニチャーによって賑やかに！

WAW神田

神田駅東口大通り

WAW前 路上パーキング watage 前 路上パーキング

Watage

六角形テーブル

ドラムクッション

植栽

A看板 道路使用・占用区域

誘導スタッフ

警備員

近隣で働く人や住んでいる人
が、朝・昼・夕と様々に利用する
風景を創出することができました。
日常的には車が駐車している路上パーキ
ングを滞在空間に変えることで、視認性や快
適性を上げることもできました。本実験の
実施に限らず、日ごろから車道を通行
する習慣がある人々を、あえて正し
い歩道側を歩行するよう誘導す
ることには苦労し、今後へ
の課題が残りました。

プロジェクト２の結果

一定の利用があり、ポケット
パーク的な空間の必要性は確認で
きましたが、対象地自体の視認性や
実施日の天候も影響し、プロジェクト２
に比べて利用者の数は伸び悩みました。場所
の選択と座りたくなるような空間づくり・
コンテンツづくりにおいては今後も工
夫が必要です。

プロジェクト3の結果

ご利用いただいた皆さん、
アンケートに応えてくださった皆さん、
有難うございました！

神
田
駅
東
口
大
通
り

平野さん駐車場

CIRCLES神田駅前駐車場

至 ふれあい通り◀

After
コーヒーを飲みながら休憩できるスペースへ！

After

東京都市大学　
中島研究室のみんな


